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今日お伝えしたいこと

１. 特設サイト「リアルタイム防災情報」

２. 全国初！帰宅困難者支援システム
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特設サイト「リアルタイム防災情報」



これまでの情報発信
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テレビ ラジオ スマホ・ネット 防災行政無線 広報車

発信媒体

発信内容

何の情報をどこで入手すればいいのか分かりにくい

気象情報、地震情報、津波情報、避難情報、避難所情報、

被害状況、市からのお知らせ 等



ホームページにおける情報発信
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情報更新にタイムラグがあり、防災情報も分かりにくい

防災情報をPDFで細かく掲載職員の手作業で更新



特設サイト｢リアルタイム防災情報｣を開設 3/15～

6

お住まいの区を選択可能

12言語に対応

市や気象庁の情報を即時に自動更新



主な機能
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リアルタイムで反映

河川･海岸付近のライブカメラ、ハザードマップ、

ライフラインや公共交通情報等

帰宅困難者支援システムも搭載予定

その他掲載情報

警報･注意報、地震･津波情報、

土砂災害警戒情報、避難情報、避難所情報、

対策本部から発表する情報、

防災行政無線の放送内容、雨雲レーダー、

24時間天気情報(当日･翌日分) 等
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全国初！帰宅困難者支援システム



東日本大震災で公共交通機関が麻痺
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東日本大震災時の帰宅困難者の推計

大都市における帰宅困難者対策の重要性が浮き彫りに

電車等の公共交通機関が麻痺

駅に大量の人々が滞留

街でも多くの行き場のない人々が発生



帰宅困難者対策の３つの柱
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一斉帰宅の抑制 一時滞在施設の確保 帰宅支援

安全な場所からむやみに

移動しない、させない

行き場のない人々の滞在に

協力いただける施設の登録

徒歩で帰れる人が安全、円滑に

移動できるようにトイレや

道路情報を提供
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これまでの対応方針

多くの観光・買物等に来た人々が｢行き場のない人々｣になる

警備会社や市職員が｢行き場のない人々｣を東遊園地等の一時退避場所へ誘導

市職員の案内で一時滞在施設(26か所)へ手作業で振分け

徒歩移動による負担や、案内にかかる時間が課題

平日：1.8 万人

休日：4.6 万人

災害発生、公共交通機関が停止
中央区の帰宅困難者数(推計)：【平日】20.0万人 【休日】13.3万人
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帰宅困難者支援システムを運用開始 4/1～
全国初

システム機能

・利用者の現在地、属性に応じて案内

・一時滞在施設の検索、予約
(チェックイン・チェックアウト機能)

・道案内(ナビ機能)

・交通情報などリンクを表示

web上で安全かつ円滑に一時滞在施設へ案内

・多言語機能
英語、中国語(簡体・繁体)、韓国語、ベトナム語に対応

災害発生！電車がSTOP
スマホで一時滞在施設へ

事前登録不要

施設の希望無し 避難に援護が必要 小さい子どもがいる

女性専用施設を希望

特になし 要援護者 乳幼児家族

女性専用 外国人の方 旅行者

旅行で神戸に来ている海外から来ている


